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支え合いの地域社会づ くりと高齢者 「ふれ あい ・

いきいきサ ロン」の意義

新潟医療福祉大学社会福祉学科 ・豊田 保,柳 田真実

【背景】

団塊の世代が後期高齢者人口に位置づけられることに

なる2025年 は,65歳 以上の高齢者人口は約3650万 人で,

人口に占める割合が約30%に 達する.ま た,75歳 以上の

人口は約2200万 人で,全 人口に占める割合は約18%で あ

るが,65歳 以上人 口の約6割 が75歳 以上人口である.

新潟市中央区社会福祉協議会による同区内の世帯に関

する調査によれば,65歳 以上の1人 暮らし高齢者の出現率

は約36%で ある.ま た,2010年 の厚生労働省による 『国

民生活基礎調査』によれば,全 国の高齢者夫婦世帯数は約

620万 世帯で,1人 暮らし世帯が約500万 世帯とされてお

り,約1100万 世帯以上が高齢者のみ世帯である.

このような超高齢社会の進展のもとでは,元 気な高齢者

を中心にした地域社会における高齢者相互の支え合いの

仕組みを構築していくことが必要であると主張できるが,

本発表では,支 え合いの地域社会づくりにおける 「ふれあ

い・いきいきサロン」が果たす意義について明らかにする.

【方法】

高齢者 「ふれあい ・いきいきサロン」に関する近年の研

究内容について文献上の考察を行い,筆 者が主張する 「ふ

れあい ・いきいきサロン」は地域社会における高齢者相互

の支え合いの仕組みを構築するための1つ のツールとして

の役割を果たしているとの見解 と,近年の研究内容を総合

的に考察し,「ふれあい ・いきいきサロン」が地域社会づ

くりの役割を果たしている積極的な意義について明らか

にする方法を採用する.

【結 果 】

近 年 の高齢 者 「ふれ あ い ・い きい きサ ロ ン」の設 置数 の

拡大 に伴 っ て,同 「サ ロ ン」 の持つ 意義 につい て の研 究 も

増加 して きてい るが,そ の 中のい くつ か の代 表 的 な研 究 を

以 下 に紹 介す る.

藤 本 は,高 齢 者 「ふれ あい ・い きい きサ ロン」へ の参加

者 で ある242人 に対 して 質 問紙 に よる調 査 を行 い,参 加者

に対 す る 「ふ れ あい ・い きい きサ ロン」 の効 果 につ い て,

次 の よ うに整 理 して い る.

具 体 的に は,a)自 分 の ことを気 にか けて くれ る人 が で き

た(36%).b)趣 味や 地域 活動 をす る友 人 が増 え た(33%).

c)悩 み を相談 で き る友 人 が増 えた(14%).d)近 所 の人 と

以 前 よ り話 す よ うに な った(10%)な どを参加 者 の声 と し

て紹 介 して い る.

山村 は,同 「サ ロ ン」 につい て,「 閉 じこも り防止 や健

康づくり,仲 間づくりなどに留まらないで,地 域社会の一

員である住民同士のつながりを再構築する場として,地 域

社会づくりの意義を持つ」と主張している.

高野は,同 「サロン」の持つ意義について,a)高 齢者

の貴重な外出の機会である.b)高 齢者が若いボランティ

アとの会話を楽しんでいる.c)社 会連携の再生や再構築

のための方法として有効である,な どについて指摘してい

る.

【考察】

全国社会福祉協議会は,高 齢者 「ふれあい ・いきいきサ

ロン」の目標について,「ひとり暮 らしであったり,家 族

がいても昼間ひとりきりで,会 話をする相手もなく閉じこ

もりがちに暮らしている高齢者などが,気 軽に出かけて仲

間づくりをしたり,一 緒に食事をすることにより,高齢者

がいきいきと元気に暮らせることを目指す取 り組み」とし

て位置づけている.

このような高齢者 「ふれあい ・いきいきサロン」の目標

については当然肯定されるべき内容であるが,本 発表では,

同 「サロン」の目標について,一 人ひとりの高齢者が地域

社会を構成する一員 として位置づけられ,高 齢者夫婦世帯

の高齢者も1人 暮らしの高齢者も安心して暮らすことがで

きる住民相互の支え合いの地域社会を構築する必要性 と

の関係で,そ の意義については考察される必要性があると

主張するものである.

こうした観点から,近年の 「ふれあい・いきいきサロン」

についての研究内容を考察すると,高 齢者を地域社会を構

成する一員として位置づけ,地 域社会のあるべき姿との関

係で,同 「サロン」の意義を考える視点には妥当性がある

といえる.

【結論】

具体的には,地 域社会における高齢者のつながりを再構

築する場としての役割,高 齢者の新たな出会いや新たなつ

ながりの場としての役割,地 域社会の組織化を推進する役

割などを持つものとして高齢者 「ふれあい ・いきいきサロ

ン」を再評価する必要があると捉えられる.

高齢者の地域生活を考える場合,高 齢者一人ひとりに対

する支援を豊かにしていくことは重要な課題であるが,同

時に,地 域社会における高齢者の人間関係を豊かにし,支

え合いの地域づくりを推進するためのツールとして,高 齢

者 「ふれあい ・いきいきサロン」を位置付けることこそが

重要であろう.

【文献】

文献については,文 字数の関係でポスター発表時に出典

を明確化する.
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